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NPCMJに対するPropBank形式の意味役割と
名前の意味役割付与における考察

竹内 孔一1,a)

概要：文内の係り関係のある要素に対して，述語から意味的な関係を付与する意味役割ラベルを付与する
研究について記述する．意味役割ラベルには「動作主」や「対象」といった名前をつける形での関係付けを
する手法がある一方で，Arg0，Arg1，ArgM-ADVなどのように数字と記号で表す意味役割が PropBank

で提案されている．こうした意味役割ラベルは，自動詞や他動詞の違いで，なにが動いているのか (対象)，
動かしているのか (動作主)を追跡するためのラベルとして利用され，文の抽象的な構造化として利用され
ている．英語圏には，こうした意味役割の辞書と意味役割付与データが存在するが，日本語では PropBank

形式の意味役割辞書と付与事例は存在しない．そこで本研究では著者が従来名前での意味役割で作成して
きた辞書をベースに拡張して，PropBank形式の意味役割辞書の構築と，テキストに対する付与について報
告する．テキストは国立国語研究所が開発を進めている日本語統語・意味解析コーパス NPCMJ（NINJAL

Parsed Corpus of Modern Japanese)を対象にする．NPCMJはWebで公開している日本語構文木付与テ
キストデータであり，現在約 4万文付与されている．本稿では日本語に対して PropBank形式と名前形式
の意味役割をどのように付与してデータを構築しているかについて記述する．

Annotating Semantic Role Labels of Both PropBank Style Roles and
Conventional Named Roles to NPCMJ

1. はじめに

本研究では文の意味的な構造化として述語を中心とした

係り元に対するラベルを付与する意味役割ラベルの体系と

事例データの構築を行っている．例えば，英語の open，日

本語の「開ける (あける)/開く (あく)」に対して，下記の

様なラベルを付与することである．

( 1 ) [Arg0 Taro] [open.01 opened] [Arg1 the door].

( 2 ) [Arg1The door] [open.01 opened].

( 3 ) [Arg0 太郎が] [Arg1 ドアを] [開ける 開けた]

( 4 ) [Arg1 ドアが] [開ける 開いた].

英語の事例では，openは自動詞でも他動詞でもどちらも表

現があり，開く対象である「the door」は自動詞の場合は主

語となり，他動詞の場合は目的語になる．このように「ド

アが開いた」という意味を表現する場合に，誰が開けたのか
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を明言する場合 (他動詞)と省略する場合 (自動詞)がある．

このように，構文は異なるがほとんど同じことを述べる表

現同士の関係を交替と呼び*1，述語の意味を分析する手法

として語彙意味論で研究されてきた (例えば [6], [7], [17])．

開く対象である「ドア」をなるべく同じ意味的なラベルで

指して関係を取り出そうとするのが意味役割ラベルである．

文 (1)と文 (2)ではどちらも「the door」に対して Arg1と

いう意味役割ラベルを付与している．日本語の場合は，自

動詞と他動詞で動詞の形が異なるが，英語と同様の表現が

可能である．よって文 (3)と文 (4)では日本語の場合も「ド

ア」に対して Arg1というラベルを付与している．

この Arg0，Arg1というは PropBank[2]が提案した記述

方法で「動作主」や「対象」といった名前を使わない分，

名前に影響されること無く，意味的な関係で，係り元のタ

イプ分けを記述する．例えば上記の場合の意味役割を記述

すると

• Arg0: 開ける動作をするもの

• Arg1: 開けられるもの

*1 言い換えの一種である．
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と考えられる．こうした定義を辞書として記述しておく

ことで，一貫した意味的な関係を記述できる．英語圏では

PropBankとして意味役割の定義辞書と新聞記事などに付

与した事例を構築して配付している*2 ．さらに，これら

のデータを元に意味役割を自動で付与するシステムの構築

と，意味役割をベースとした文の構造化がAMR (Abstract

Meaneaning Represenation)として提案されている (例え

ば [1], [10], [12], [13])．

一方で，こうした意味役割に関連した日本語の言語資源

(言語データ)を取り上げると，大規模なものでは EDR電

子化辞書が挙げられる [19]．約 30種類の名前による意味

役割 (agent, object)を定義し，約 20万文の日本語につい

て係り受け解析に意味役割が付与されている．しかしなが

ら，名前の意味役割は PropBank形式の数字化した意味役

割と対応が異なること，また，述語の各語義ごとに意味役

割集合 (roleset)を記述した辞書が存在しないことから利用

することは難しい．

意味役割集合とは上記の事例に示したように代表例文に

対してどういうものがArg0やArg1であるかを定義したも

のである．複数語義がある述語の場合は基本的に意味役割

集合は語義毎に異なる．よって語義毎の例文に対して意味

役割集合を付与した定義ファイルが必要である．本研究で

は意味役割集合辞書を概念フレーム辞書として記述する．

上記の事例で open.01 と記述しているのは openという

動詞に対する語義の番号であり，open.02では beginの意

味で意味役割集合が定義されている．また，こうした辞書

は PropBankでは公開されているため事例が確認できて意

味役割ラベルの理解が可能であるが，EDR電子化辞書は

有料であるため，付与した物をWeb上で公開して共有す

ることは不可能である．

著者は日本語の述語について Lexeedの語義分類データ

をもとに，述語の意味を概念フレームと意味役割で分類

した述語項構造シソーラスを構築しWeb上で公開してき

た*3．日本語の動詞，形容詞，サ変名詞，形容動詞，約 1万

語に対して，語義毎に例文を作成し，係り元と述語との意

味的関係を「動作主」「対象」など名前による意味役割ラベ

ルを付与している．意味役割ラベルの形式は PropBankと

異なるが，語義毎に例文が整理されているため，PropBank

の形式に従った意味役割を併記することで，フレーム辞書

として利用できる*4．

さらに，近年，国立国語研究所で言語学および言語学習者

を意識した構文木付与テキストデータ NPCMJ（NINJAL

Parsed Corpus of Modern Japanese）が開発されつつある．

*2 https://propbank.github.io/ (2020/3/2 アクセス)
*3 http://pth.cl.cs.okayama-u.ac.jp/ (2020年 3月 2日アクセス)
*4 日本語の事例 (3)と (4)では「開ける」が概念を表す．実際には
述語項構造シソーラスによる階層構造の概念フレーム名であり，
省略せずに記述すると「状態変化あり/対象の変化/物理的変化/
形状（開閉）/開ける」である．

Web上で掲載可能な日本語のテキストを対象に構文木を付

与することで幅広く利用されることを狙っている．多数の

ジャンルに対して現在約 4万文に構文木が付与されている．

そこで，本研究では，NPCMJに述語項構造シソーラス

をベースとした意味役割 (名前形式と PropBank形式の両

方)と概念フレーム (各述語の語義を共通概念としてまと

めたもの)を付与することで，英語の PropBankに近い意

味役割が付与された日本語の言語資源構築を目指す．述

語項構造シソーラスは例文をすべて著者側で作成してい

るため，Web上で公開し，downloadして利用することも

可能である．NPCMJも同様であるため，海外の言語資源

(WordNet*5，FrameNet*6，PropBankの概念フレーム)で

見られるように，Web上で付与事例が確認できる言語資源

を構築することができる．NPCMJもWeb上で確認でき

る上，研究利用のために downloadして利用することも可

能であるため，広く利用されることが期待される．

PropBank形式の意味役割付与はアノテーションマニュ

アルが存在するが [2]実際の付与例を確認すると言語学に

おける語彙意味論の背景が考慮されており単純ではない．

また英語と日本語の文法的な異なりを考慮する必要があ

る．本論文ではそれらの異なりを踏まえて，PropBank形

式の意味役割を日本語に適用し，どのように述語シソーラ

スに記述したか，また，どのような情報抽出が可能かにつ

いて明らかにする．

2. 意味役割ラベルの基本的な考え方

PropBank形式の意味役割には大きく分けて 2種類のラ

ベルが存在する．一つは上記の例にも挙げた Arg0，Arg1

という数字による意味役割である．これは述語の語義毎に

異なる必須項といわれるもので，述語と密接に関連する

係り元 (語彙意味論の分野語学では項と呼ばれる)との意

味的な関係を捉えるために記述する．もう一つの形式が

ArgM-ADV(副詞)など付加詞と呼ばれる要素にあたるも

のである．以下では，付加詞と必須項について現段階で設

定している内容について記述する．

2.1 PropBank形式における付加詞の意味役割

( 5 ) [Arg0 太 郎 が] [Arg1 駅 に] [ArgM−ADV 車 で]

[着点への移動 行く]

( 6 ) [Arg1 ドアを] [ArgM−TMP 6時に] [開ける 開けた].

付加詞は個別の述語に依存せず述語に付加できる要素で，1

文中に複数出てきても構わない．付加詞のタイプを何種類

設定するかは議論がわかれるが，本研究では現在，表 1に

示すものを仮定している*7．表 1の「連語」であるがこれ

*5 https://wordnet.princeton.edu/ (2020 年 3 月 2 日アクセス)
*6 https://framenet.icsi.berkeley.edu/fndrupal/ (2020 年 3 月 2
日アクセス)

*7 意味役割の表記として ArgM-TMP は長いため TMP と省略し
て記述する．
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表 1 PropBank 形式の付加詞に対する意味役割
意味役割 意味 事例

ArgM-TMP 時間 [TMP 6 時に] 出発する

ArgM-LOC 場所 [LOC 駅で] [Arg1 本を] 買う

ArgM-MNS 手段 [MNS 車で] [Arg2 駅に] 行く

ArgM-DIR 方向 [DIR 右方向に] [Arg1 車が] 曲がる

ArgM-CAU 原因 [CAU 妹の悪行に] 困る

ArgM-CND 条件 [CND 晴れなら] 出掛ける

ArgM-EXT 程度 [EXT 5 割] 減少する

ArgM-PRP 目的 [PRP 旅行のために] 働く

ArgM-REC 相互 [REC 古着と] [Arg1 紙を] 交換する

ArgM-MNR 様態 [MNR だらだらと] 走る

ArgM-MDF 修飾 [Arg1 魚を] 焼く [MDF 匂い]

ArgM-SCP 領域 [SCP 学年で] ずば抜ける

ArgM-CMP 補語 [Arg1 焼きそばを] [CMP おやつとして]

食べる

ArgM-CRT 基準 [Arg1 常識で] 判断する

ArgM-PRX 連語 [Arg1 彼が] [PRX 嵩に] 掛ける

は，付加詞というよりはどちらかというと構文に関係した

ラベルである．例文にあるとおり，「嵩に掛ける」はこれで

一つの表現であるため，「嵩に」は係り元というより述語の

一部の役割である．述語項構造シソーラスでは従来，こう

した連語情報も記録していたため，PropBank形式での意

味役割も容易に辞書に取り込むことができている．また，

ArgM-MDFは言語学で分析されている外の関係と呼ばれ

るもので，連体修飾の際に出てくる特殊な関係である．下

記に例を示す．

( 7 ) [Arg1 さんまを] 焼いた [Arg0 太郎]

( 8 ) [Arg2 落ち葉を] 焼いた [LOC 公園]

連体修飾の場合，修飾されている名詞が述語に関連する何

らかの関係を持っていて平叙文で記述することができる．

( 9 ) [Arg0 太郎が] [Arg1 さんまを] 焼いた

( 10 )[LOC 公園で] [Arg2 落ち葉を] 焼いた

しかしながら，表 1の「匂い」というのは，こうした平叙

文に戻すことができない．このように連体修飾でしか出て

こない関係について，意味的なラベルを付与しているのが

ArgM-MDFである．

これらの例から明らかなように表 1の付加詞に対する意

味役割は英語で定義されているものから拡張している．日

本語の述語周辺で現れる意味的な関係を考慮して新たに設

定している．この他，文書を付与するにあたりArgM AND

(順接)，ArgM BUT (逆接)など文の接続に関係するラベ

ルを設定してテキストに意味役割を付与する．

2.2 PropBank形式における数字の意味役割 (必須項)

述語と係り関係にある要素のうち，述語の意味に密接に

関連して，交替などでも関与する要素を必須項として取り

扱うことが提唱されてきた．必須の要素を項とよび，複数

の項からなるので項構造とばれる (例えば [4], [9])．項構造

は述語の意味を統語構造から捉えるアプローチであるた

め，主語，直接目的語，間接目的語などを対象としてきた．

しかしながら，何を必須にするかは指針はあるものの分析

の見方 (概念フレーム)に依存することが考えられる．例

えば時間は通常付加詞であるが，下記のように，「延期す

る」など時間の変更を述べる動詞では我々は必須項と考え

ている．

( 11 )[Arg1 会議を] [Arg2 3時に] [延期 延期する]

( 12 )[Arg1 試合を] [Arg2 明日に] [延期 延ばす]

日本語の特徴として「ガヲニ」格をとる場合は必須項と考

えられる場合が多いが「デ格」であっても必須項と考える

例がある．下記は言語学でよく取り扱われている構文で

ある．

( 13 )[Arg1:対象 ペンキを] [Arg2:着点 壁に] [覆う 塗る]

( 14 )[Arg1:手段 ペンキで] [Arg2:対象 壁を] [覆う 塗る]

文 (13)と文 (14)はそれぞれ「ペンキ」がヲ格かデ格の違

いがあるが，述語の意味としてはペンキを壁に塗ることで

ある*8．文 (14)はデ格であるがこの場合は必須項として意

味役割を付与する．

よって必須項かどうかは，どこまでを必須項とするか

決めるものであると考えられる．つまり必須項の範囲を

先に定義するオントロジーと同様の扱いと考えられる．

PropBank以外の言語資源として，FrameNetが挙げられ

る．FrameNet は述語を含むある表現に対してフレーム

(Frame)を仮定し，登場要素である FrameElementに対し

て中心的な要素である Coreを仮定している．概念フレー

ムに対してその概念に登場する必須の要素を定義してお

り，数字の意味役割に対応すると考えられる*9．そこで，

本研究では概念フレーム (述語を横断した形で定義する抽

象的な意味)に対して，Arg0から Arg5までの意味役割を

定義する．上記の「塗る」の例では，「塗る」以外に，「塗

りつぶす」「舗装する」「覆う」などの述語が所属する「覆

う」フレームに一貫して数字の意味役割を定義する．

一方で，PropBank形式における数字の意味役割は名前

による意味役割と表現によって異なる対応になる．既に文

(13)と文 (14)に示しているとおり，数字の意味役割では

「ペンキ」は Arg1であるが，文 (13)では名前の意味役割

は「対象」であり，文 (14)では「手段」と付与されている．

これは名前による意味役割はその文において話者が表現し

た文法的な構造も含めた解釈に従って付与されているため

である．よって名前による意味役割では，文法的な取り扱

いを形式化している一方で，数字の意味役割は表現の異な

りを無視して，意味的に同一のものを付与する．本研究で

は両方記載するため，必要に応じて文から情報を取り出す

*8 文 (14)の場合はさらに壁を覆うぐらい塗ることを意味している．
これらを分けた概念フレームで記述することもある．

*9 正確には PropBank の意味役割は述語の各語義に定義されてい
るので，複数の述語を横断して定義されるフレームと異なる．
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Id !"#$ 

Yomi %&'( %&') *&' +&'( +&') 

FrameID Pos 

325  ,-  ./0  123456   7834  78349:;<  =>?@AB  CD  15   BE   

[BFG][Arg0]  HI [JK9L<][Arg1]  MNO [=>][Arg2]  ,-  9[BFG]@CDP<Q [1]R[=>]OST12Q OUT  

326  VW-T  XYZ[0\  123456   7834  78349:;<  =>?@AB  CD  15   ]3^E   

GLR [BFG][Arg0]  _`HI [JK9L<][Arg1]  abc? [=>][Arg2]  VW-T  9[BFG]@CDP<Q [1]R[=>]OST12Q OUT  

327  dC-T  eYfg0\  123456   7834  78349:;<  =>?@AB  CD  15   ]3^E   

h[fR [BFG][Arg0]  ijkI [JK9L<][Arg1]  lmnO [=>][Arg2]  dC-T  9[BFG]@CDP<Q [1]R[=>]OST12Q OUT  

328  Co  pqrs  123456   7834  78349:;<  =>?@AB  CD  15   BE   

tuR [BFG][Arg0]  vHI [JK9L<][Arg1]  wxyO [=>][Arg2]  Co  9[BFG]@CDP<Q [1]R[=>]OST12Q OUT  

329  zC-T  {gfg0\  123456   7834  78349:;<  =>?@AB  CD  15   ]3^E   

0|}~R [BFG][Arg0]  �HI [JK9L<][Arg1]  ��O [=>][Arg2]  zC-T  9[BFG]@CDP<Q [1]R[=>]OST12Q OUT  

330  �0��.-T  �0��.0\  123456   7834  78349:;<  =>?@AB  CD  15   ]3^E   

��R [BFG][Arg0]  ��I [JK9L<][Arg1]  �O [=>][Arg2]  �0��.-T  9[BFG]@CDP<Q [1]R[=>]OST12Q OUT  

図 1 述語項構造シソーラス

ことが可能である．より多くの具体例は既にWeb上の述

語項構造シソーラスに試験的に掲載している*10．

述語に対して使役化により新たな必須項が付与されるこ

とが知られている．その場合には ArgAというタグを付与

することが PropBankのガイドラインに示されている．

( 15 )[Arg0 登山者が] [Arg1 ザイルを] つかむ

( 16 )[ArgA ガイドが] [Arg0 登山者に] [Arg1 ザイルを] つか

ませる

文 (15)では「つかむ」は他動詞であり，「登山者」は動作主

を示す Arg0である．この使役化した場合の例が文 (16)で

ある．文 (16)には新たな使役者「ガイド」が現れて，「登

山者」にその動作をするように仕向ける．この場合に「ガ

イド」に対して ArgAという意味役割を付与する．

これは英語も同様であるが，日本語の場合さらに受動態

でも新規の項が現れる．自動詞の受動態である間接受動態

である [11], [18]．下記に例を示す．

( 17 )[Arg0 記者が] [Arg0 記事を] 書いた

( 18 )[ArgE 太郎は] [Arg0 記者に] [Arg1 記事を] 書かれた

文 (17)に対する受動態として文 (18)では新たに影響を受

ける「太郎」が項として付加されている．そこで上記に示

すように ArgEという意味役割ラベルを新たなに設定して

付与する．こうした自動詞に対して受動態がとる構文は英

語には存在しないため，PropBankのガイドラインにはな

く，日本語に対する PropBank形式の意味役割の設定で新

たに設定したものである．

3. 概念フレーム辞書

PropBank形式の意味役割をテキストデータに付与する

には，各述語の各語義において，数字化した意味役割の説

明と事例が掲載された概念フレーム辞書が必要となる．本

研究では，もともと名前の意味役割で日本語に対して構築

してきた述語項構造シソーラスの概念フレームに対して，

数字形式の意味役割を併記することで，PropBank形式の

概念フレーム辞書を構築する．図 1 に現段階でWeb上に

*10 http://pth.cl.cs.okayama-u.ac.jp/testp/pth/Vths (2020 年 3
月 3 日アクセス)
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図 2 PropBank 形式の意味役割の定義ファイル

掲載している述語項構造シソーラスを示す．

図 1 は，「状態変化あり/状態変化/位置変化 (物理)/着

点への移動/導き」という概念フレームの事例を表してい

る*11．2行毎に 1つの事例が記述されており，この概念フ

レームに属する動詞として，「通す」「案内する」「先導す

る」「導く」「誘導する」「エスコートする」といった動詞が

存在し，それぞれの動詞の例文が「導き」フレームに属す

ることを示している．

例えば frame idが 325番の「通す」の場合，「客を居間

に通す」が例文であり，「客を」に対して「対象（人）」と

Arg1の意味役割が付与されている．また，「居間に」に対

して「着点」と Arg2の意味役割が付与されている．さら

にこの例には出現していないが，「動作主」(Arg0)つまり，

この動作を行う要素が存在可能であることが示されてい

る．ここで「対象（人）」というのは他からの作用で状態変

化するものであり，かつ基本的に人であることを示してい

る．こうした意味の分類によって，例えば，「Xを居間に

通す」という文があった場合に，Xが人である可能性が高

いことがわかる．

図 2に現在整理中の意味役割定義ファイルを示す．最も

左の列が各概念フレームで一貫した数字意味役割の定義

を言葉で記述している．こうして意味を記述することで概

念が理解しやすくなり，付与誤りを減らすことが期待され

る*12．意味役割定義ファイルを含む概念フレーム辞書を検

*11 概念フレームの番号 (frame id) は 15 番である．
*12 今後，意味役割定義ファイルは公開する予定である．
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索可能な状態にして内部で公開して付与作業を行う．

4. NPCMJに対する意味役割と概念フレーム
付与

NPCMJに対して，述語の概念フレームと意味役割を付

与する．下記では NPCMJについて記述した後，付与作業

について記述する．

4.1 NPCMJについて

日本語のタグ付きコーパスは既に新聞記事を中心に言

語資源データとして多くのものが構築されている (例えば

BCCWJ[8]，EDRコーパス [19]やGDAコーパス [16])．し

かしながら，テキストデータに権利があるため，購入や利

用契約を結ぶ必要があり，契約なしで付与内容をWeb上

で検索することはできない．

そこで NPCMJではWeb上での検索ならびに研究利用

での downloadが可能なテキストを集めて，構文木や論理

的な意味情報を付与したコーパスを構築する [5], [14]．こ

れにより国内外の日本語学習者や言語学者が構文解析済み

の日本語例文をWeb上で確認できたり付与された構文や

品詞タグなどで検索して事例を確認することが容易にな

る*13*14．

現在 NPCMJは 14の出典 (小説，聖書，会話，ニュース

など)に対して構文木を付与しており，最終的に 6万文ま

で増やす予定である．付与されている構文木情報には非終

端記号の他にゼロ代名詞やトレースまで付与されている．

例えば，wikipedia RepoMANにおける 1文は，形態素レ

ベルで「*T* パンク の 青年 オットー は *T* pro 勤め て

い た スーパーマーケット を 解雇 さ れ 、 家族 から は

疎んじ られ 、 *PRO* 悶々 と し た 日々 を 過ごし て い

た 。」のように記述される．この文の構文木の一部を図 3

に示す．最初の「*T*」は「青年」のトレースである．こ

図 3 NPCMJ における構文木の例 (wikipedia RepoMAN)

の場合の「の」は同格を表す「です/である」と考えており

*13 tree構造を検索するツール，および構文木付与のマニュアルも公
開している http://npcmj.ninjal.ac.jp/ (2020 年 3 月 3 日アク
セス)

*14 漢字圏ではない学習者・研究者のためにテキストはローマ字化し
たデータも構築している．

「*t* パンクである青年 (t)」つまり「青年はパンクです」が

連体修飾の構文になって現れていることを示している．ま

た，「*T* pro 勤めていたスーパーマーケット」における

proはゼロ代名詞であり，ここでは「オットー」のことを

指している．連体修飾表現を平叙文に戻すと，「スーパー

マーケットに (*T*) proが 勤めていた」となる．

現在，このデータはWebに掲載されており，付与され

ている構文タグに対して xpathを利用した柔軟な検索が可

能である．次節では，NPCMJに対して概念フレームと意

味役割を付与する手法および付与事例について記述する．

4.2 意味役割と概念フレームの付与

NPCMJは詳細な構文木情報が付与されており，これら

を利用して述語と項を組合わせた論理形式の表示機能を備

えている [3]．よって構文木から自動で付与する対象の述

語とその係り元が抽出されて，作業者は述語とその係り元

に対して，概念フレームと意味役割を付与する作業に集中

できる．

係り元と述語のペアを取り出した結果を図 4に示す．図

図 4 NPCMJ における係り受け表示の例 (wikipedia RepoMAN)

4は全て同じ文であるが，対象とする述語に対して係り元

を同定して表示している．例えば 1行目は同格の「の」が

対象の述語であり，これに対して，作業者は「です」とい

う動詞として言い換えて付与している．「です」は多義で

あり，その概念フレームとして frame idが 895番 (コピュ

ラの場合の概念フレーム)を選択している．コピュラの概

念フレームは基本的に下記の様な構文である．

( 19 )[Arg1:対象 この本は] [Arg2:補語相当（は）彼のもの] です

つまり Arg2は補語相当であり，Arg1を説明している内容

であることを示している (この本=彼のもの)．これと対応

させて「青年」の意味役割は「対象」かつArg1であり，「パ

ンク」は「補語相当（は）」かつ Arg2である．

3行目の事例では「解雇」が対象とする述語として示され

ているが，後続する「され」という受動態を表す助動詞ま

で含めて述語として意味役割を付与する．つまり「解雇さ

れる」として係り元の意味役割を決定する．能動態の「解

雇する」を含む概念フレーム 241番「引退」の例は下記の

通りである．

( 20 )[Arg0:動作主 店が] [Arg1:対象 パートを] 解雇する

( 21 )[Arg0:動作主 彼が] [Arg2:起点 大学を] 退学する

また概念フレーム「引退」の必須項は下記の通りである．

Arg0:動作主，Arg1:引退する人，Arg2:引退する元

これらを基に意味役割を付与する．基本的に，能動態の

5ⓒ 2020 Information Processing Society of Japan

Vol.2020-IFAT-138 No.4
Vol.2020-DC-116 No.4

2020/3/27



情報処理学会研究報告
IPSJ SIG Technical Report

「解雇する」と同様に意味役割を付与するため大きく変わ

らない．上記の例文では解雇されたのは「オットー」であ

り，意味役割は「対象（人）」かつ Arg1である．勤めてい

たところが「スーパーマーケット」であり，「起点」かつ

Arg2である．

付与作業の手順として，作業者は事例をもとに概念フ

レーム辞書を調べ，付与できない場合，1)適切な述語の事

例が辞書に無い場合は，事例不足を共通データシートに報

告する，2)述語の事例はあるがどう付与するか自信がな

い場合にはその事例についても共通データシートに報告す

る．管理者 (本著者)は共通データシートから，事例の登録

が必要なものは辞書に登録する．同時に，作業者が自信の

ない事例については直接，作業者と打ち合わせて事例を解

決する．

述語シソーラスに登録されている語彙数は約 1.1万語で

ある．未登録の述語が作業者から報告されているが，図 4

に示したように，対応する述語がない場合でも，言い換え

できる述語と概念フレームが存在する場合，置きかえて付

与を継続している．例えば「参画する」という述語が付与

対象であるが，概念フレーム辞書に語彙項目が無い場合，

同様の意味で言い換えられる述語と概念フレームを探す．

この場合は「加わる」(概念フレーム 242「所属」)に書き

換えて付与する．付与の仕方は「の」に対して「です」を

付与した方法と同様に記述する．つまり辞書には掲載がな

くても，NPCMJの付与の中で出現した述語に対して，概

念フレームと意味役割を付与することが可能である．これ

により，アノテーションされたテキストによって辞書項目

が拡張されることになる．

4.3 付与作業の現状と課題

現在，3人の作業者で意見交換しながら付与を進めてい

る．疑問点に対して管理者は作業者と議論して解消してい

る．現段階で約 3万文に対して 1度目の付与を実施してお

り，見直しを進めている段階である．名詞の項構造 [15]な

ど概念フレーム辞書にない語彙の追加が現在の課題である．

5. まとめ

本稿では日本語の述語と係り元に対して PropBank 形

式の意味役割を導入した意味役割付与の枠組を提案し，

NPCMJに対して意味役割付与コーパスを構築する手法に

ついて記述した．係り元に対して付加詞の意味役割，およ

び必須項に対する意味役割について記述し，現状について

明らかにした．付与した結果はNPCMJを通して公開する

予定である．
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